
 

 

  

都教育委員会では、思いやりの心や規範意識、生命を尊重し自然を愛する態度など、子

供たちの豊かな心を育むために、都独自の道徳教育教材集を、都内全ての公立小・中学校

等の児童・生徒に配布しています。また、都教育委員会ホームページにも、学校や家庭で

活用することのできる読み物教材を掲載しています。 

 休校が続いている中、子供たちがじっくりと自分自身を見つめたり、家族で様々なテー

マについて話し合ったりするための教材として、東京都道徳教育教材を御活用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 子供たちの豊かな心を育むために 

都教育委員会ホームページ掲載の道徳教材 

東京都教育委員会ホームページ 

学校教育 

教育内容 ●道徳教育 

２ 指導資料・報告書等 

 
「特別の教科 道徳」 

移行措置対応 
 東京都道徳教育教材集 

教材のダウンロード 

Click‼ 

※教材は PDF 形式で掲載しています。印刷

したりコンピュータに保存したりしてか

ら、御活用ください。 

 教材には、それぞれじっくり考

えたり理解を深めたりしてほしい

テーマが設定されています。 

 教材を読んで、どのようなこと

を考えたり感じたりしたかをノー

トに記入したり、大人と子供とで

話し合ったりしてみましょう。 

 また、考えたり感じたりしたこ

とを基に、日常生活を振り返った

り、これからの生活の仕方を見つ

めたりすることも大切です。 

活用のヒント 

 
（保護者の皆様へ） 

 



 

             小学校第１・第２学年用教材  テーマ：公正、公平、社会正義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教材と活用の例 

 
この時、みんなはどんなことを 

考えていたのかな？ 

 
この時、みんなはどんな気持ちだったかな？ 

それはなぜかな？ 

自分の好き嫌いにとらわれず、誰に対しても同じように接することのよさについて、 

自分の生活を振り返りながら考えたり感じたりしてほしい教材です。 



 

 

 都教育委員会が、都内全ての公立小・中学校等の児童・生徒に配布している教材集です。 

 令和元年度から小学校版が、令和２年度から中学校版が、それぞれ「特別の教科 道徳」に準拠した

内容に改訂されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京都道徳教育教材集（冊子版） 

小学校１・２年生版 

「心あかるく」 

小学校３・４年生版 

「心しなやかに」 

小学校５・６年生版 

「心たくましく」 

中学校版 

「心みつめて」 

第一章 先人のことばに学ぶ 

第一章には、様々な先人たちの言葉を掲載しています。 

一つ一つの言葉は、「命を大切にすること」、「思いやりの心

をもつこと」、「理想を目指して生きること」など、多くのこ

とを教えてくれます。 

改訂版では、子供たちが言葉に触れ、自ら考えたり、家庭

で保護者と一緒に考えたりできるよう、言葉に解説を付けま

した。 

自分を支えてくれたり励ましてくれたりする言葉を見つけ

てみましょう。 

第二章 さまざま生き方に学ぶ 

第二章には、自分自身のよさを伸ばしていくこと、人や社

会のために力を尽くすこと、かけがえのない生命を尊重する

ことなど、よりよく生きるためのヒントが含まれている読み

物教材を掲載しています。 

これまでは伝記的な教材中心でしたが、改訂版では、多彩

な教材を掲載し、より学びが広がるようにしました。 

教材を読んで考えたことや感じたことを、ノートにまとめ

たり、家族で話し合ったりしてみましょう。 

！ 

！ 

 子供たちと大人とでは、教材を読んで考えた

り感じたりすることも異なります。その「違

い」から、互いに気付いたり発見したりするこ

とが大切です。 

 まずは、教材を一緒に読んでみましょう。 

活用のヒント 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 子供たちは、それぞれの年齢や学年に応じて、悩んだり葛藤したりしながら生活しています。それと

同時に、よりよい生き方をしたい、人としてもっと成長していきたいと願いながら、日々の生活を送っ

ています。 

 人生の先輩である大人たちとのちょっとした会話も、子供たちの心に、いつか花開く種をまくことに

つながるかもしれません。また、その会話の中で、子供たちが今どのような成長の段階にあるのかを、

大人たちが理解することもできるかもしれません。 

 ぜひ、ご家庭で様々なことについて話し合う中で、子供たちが豊かな心を育んでいけるよう、ご支援

をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

第三章 自分を見つめて学ぶ 

第三章には、子供たちが日常の生活

や体験などを振り返り、自分自身を見

つめ直すことのできる資料やワークシ

ートを掲載しています。 

道徳科で扱う内容について、先生や

友達、家族の人と一緒に考えながら、

子供たちが自分の考えを広げたり深め

たりできるようになっています。 

思いやりやきまりを守ること、生命

の大切さなど、様々なことについて、

一緒に考えたり話し合ったりしてみま

しょう。 

！ 

家庭で話題にしてみませんか 

これらの中には、大人たちも答えを見つけられていなかったり迷ったりしているものがあるはずで

す。大人も悩んだり葛藤したりしながら生きているということを、子供たちに示してあげることも、

大人の大切な役割です。大人と一緒に悩んだり考えたりする体験は、子供たちにとって大きな財産と

なるはずです。 

 道徳性＝豊かな心は、いつか完成するものではなく、人が一生をかけて育み続けていくものです。

そのことをまず大人が自覚し、子供たちと向き合っていきましょう。 

 

「思いやり」ってなんだろう。 

なぜ「思いやり」が必要なのだろう。 

 

なぜ命は大切なのだろう。 

「命を大切にする」ってどうすることだろう。 

「きまり」はなんのためにあるのだろう。 

なぜ「きまり」を守らないといけないのだろう。 

「自由」と「自分勝手」は何が違うのだろう。 

「自由」ってなんだろう。 

 

「幸せ」ってなんだろう。 

自分にとっての「幸せ」ってなんだろう。 

「大人」と「子供」の違いってなんだろう。 

どこから「大人」で、どこまでが「子供」なんだろう。 


